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KAI-YAMA プロジェクト

連携にいたる経緯
　4年前に奥出氏から限界集落の抱える問題について伺い、大学生が地域の問題を一緒に考える
機会になると考えた。以来、久多プロジェクトとして学生の有志が奥出氏と連携して地域の体験
学習、雪かきなどさまざまな活動に携わっている。

活動内容
　ハワイにある協定校Kapiolani Community Collegeの学生6名と久保田真弓ゼミ生15名
が久多で3泊4日の生活体験を共にした。奥出氏から山・川・自然の恵みの循環についての説
明を受け、近隣の山林や村を散策・観察などを行った。また、切りとった竹を利用して流しそう
めんの土台やお箸を作ったり、毎朝世話をして採取した鶏の卵やショウガなどを利用した料理を
作ることで、食との関連も実体験した。KAI-YAMA プロジェクトは、前述の久多プロジェクトが
土台となっている。
　上記の活動を通して学んだことを「持続可能な食に関する文化的習慣」「地元で作られた食べ
物」「世代を通しての持続性」「持続可能な農業」「持続可能な食を支える最新技術」「環境保全の
再構築」という6つの観点から日本の学生とハワイの学生が話し合い、それぞれの実情をまとめ
ポスターにした。日本の学生は情報学部を、ハワイの学生は生物学を専門としており、互いの専
門性の違いを活かして成果を取りまとめることになった。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
株式会社ほんまもん代表取締役　奥出一順氏

■ 活動地域
京都府京都市左京区久多

■ 活動期間
2019年度

■ 活動資金
関西大学地域連携活動に対する補助事業

DATADATA

■ 総合情報学部 教授

久保田真弓
Mayumi Kubota

専門は、コミュニケーション学、異文化コミュニケーション。ゼミでは、バングラデシュ、フィリピ
ンなどで10日間ほどの国際交流学習を毎年実践しており、「体験」と「経験」を活かした異文化理
解促進を目指している。特に、現地体験後の振り返り作業を重視し、経験的学びにつなげたいと
思っている。

教 員 紹 介

1「限界集落」である久多でフィールドワークを行い、山・川・食のシステム
を勉強し、ハワイのシステムと6つの観点から比較する

2 比較して学んだことをZoomやSNSを駆使して協働でまとめポスター等
にし、情報発信する

1 梅田にあるグランフロント北館2階のナレッジキャピタルに
おいて、活動の成果をまとめたポスターを展示

2 ハワイ大学主催の国際学会で活動成果を発表

1 海外との国際交流学習は、学年歴の違いを考慮し
た計画、実行に移すための費用の確保などが課題
となる。新型コロナウイルス感染症の影響がある
中でも、出来ることを今後は検討していく
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卓球競技へのレイティング導入
～年齢・性別・身体能力に捉われない大会を目指して～

連携にいたる経緯
　林は米国での研究期間中に現地のレイティング創設者との交流により、レイティング制度の
趣旨および同制度の大会運営や競技者への波及効果について情報を得た。帰国後、レイティン
グが日本の卓球界において制度化されていない実情を知り、同制度の普及と発展に取り組むこ
ととなった。

活動内容
　レイティングとは、対戦する競技者の勝敗とレイティング（ポイント）差に応じて変動レイティ
ング値が決まり、その変動レイティング値を各競技者のレイティング値から加点あるいは減点す
る技能認定法である。まず、普及団体として「日本卓球レイティング推進協議会」を設立し、専
門家や著名な卓球の世界的メダリストを招へいした。羽曳野市卓球連盟などの関係機関に制度
利用を働きかけたことにより、複数の団体で制度利用が普及したため、協議会は会員管理やレ
イティング計算等、制度の支柱となる作業全般を担っている。
　地域の卓球競技団体ではレイティング大会が開催されており、参加者は自動的に協議会会員
となり、試合結果によって会員のレイティング値が更新される。大会毎に新規会員の初期値設
定など膨大な計算処理を行うため、専門的知識から複雑な計算処理プログラムを構築し、その
大会の運営方法と計算結果を卓球競技団体に提供している。これまでの実績から、レイティン
グ大会では、競技者技能の正当な評価、大会運営の公平性の確保、年齢・性別・障がいを超え
た社会交流の促進等、従来の常識の枠を越えたスポーツ交流を実現できるため、制度利用団体
のさらなる拡充に向け、各地方の競技団体に対して制度利用を働きかけている。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
羽曳野市卓球連盟／各種卓球競技団体

■ 活動地域
連携する卓球競技団体の所在地

■ 活動期間
2000年度～継続中

■ 活動資金
なし

DATADATA

■ 総合情報学部 教授

林勲
Isao Hayashi

　専門は脳知能情報学。ファジィ AI、クラスタリングモデル、脳信号でロボットを操作する脳コ
ンピュータインタフェース、人とロボットが協調学習する卓球ロボット、スポーツ動作から技・ス
キルを獲得する身体知獲得、戦術戦略の知識化と情報可視化などの研究を行っている。

教 員 紹 介

1 卓球競技における技能レベル認定制度の確立および大会運営のサポート
2 年齢や性別差、身体差、能力差、技術差を超え、老若男女の卓球能力
向上を目指す

1 5,100人以上の会員登録
2 複数の卓球競技団体でレイティング大会を実施
3 大学の学際的知見によるスポーツを通じた新たな人間交流の
創出

レイティングシステムのさらなる普及と日本トップ
選手の育成

文化・スポーツ振興
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